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       省エネルギー・再生可能エネルギー    環境の保全等に関して 

講じた施策の実施状況 

省エネルギー行動、省エネルギー設備の普及推進 

佐賀市では、市民、事業者を対象として、省エネルギー行動の実施、再生可能エネルギーの

導入を啓発することにより、エネルギー消費量の削減、エネルギーの創造を進めています。ま

た、市施設でも省エネルギー、再生可能エネルギーを推進する取り組みを行っています。 

 

平成 22 年度から実施し、平成 2６年度は合計８５件（個人部門６４件、学校・幼・保育園

部門 1３件、一般団体部門 8 件）の応募がありました。皆さんそれぞれ工夫され、立派な緑

のカーテンができていました。 

緑のカーテンは、日よけ効果と葉から蒸散した水分が気化する際、熱を奪うので少し涼しく

なる効果があります。これまでのコンテストでカーテンの内側では温度が 1～9 度ほど涼しく

省エネルギー効果があったと報告されています。 

個人部門 本村さん 一般団体部門 吉村会計事務所 

緑のカーテンコンテストを実施し、天然の日よけ“緑のカーテン”

の普及を進めました。 

 

市内の事業所などにおける地球温暖化対策を促進するため、中小規模事業者を対象に、既存

建築物に対する省エネルギー設備等の導入に必要な経費の一部助成を行いました。 

【平成 26 年度補助実績】補助件数：15 件  

市内の中小規模事業者の省エネ設備等の導入に補助を行いました。 

 

 

 

長寿命で消費電力が少ない「LED 照明」への切替を促進しました。 

自治会が LED 防犯灯を新設又は灯具交換する際に、助成金を支給しました。 
【平成 26 年度実績】新設 299 灯、交換 7,239 灯  

各部門最優秀賞 

学校・幼・保育園部門 

佐賀市立嘉瀬小学校 

https://www.city.saga.lg.jp/site_files/image/usefiles/imagefiles/s42385_20141022070342.JPG
https://www.city.saga.lg.jp/site_files/image/usefiles/imagefiles/s42385_20141022065835.JPG
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環境にやさしい再生可能エネルギーの導入推進 

地球温暖化の防止には、省エネルギーとともに環境にやさしい再生可能エネルギーの創出

が不可欠です。そこで、佐賀市では市内への再生可能エネルギーの普及啓発に努めています。 

 

自治会が地域の自治公民館に太陽光発電システムを

設置する場合に補助金を支給しました。 

【平成 26 年度補助実績】1 件  

 

市民が自ら住む戸建ての住宅に太陽光発電システム

を設置する場合に補助金を支給しました。 

【平成 26 年度補助実績】488 件  

 

校舎改築時に、校舎屋上の遮熱防水工事を実施し、校舎内の高温化を防ぎ空調で使用

するエネルギーを減らせるようにしました。 

【平成 26 年度実績】2 校  赤松小学校、北川副小学校 

 

屋内運動場の照明設備改修工事を実施し、これまでよりもエネルギー消費効率が良い

照明を採用したことにより、照明で使用するエネルギーを減らせるようにしました。 

【平成 26 年度実績】3 校  本庄小学校、新栄小学校、城南中学校 

市施設の省エネルギー・再生可能エネルギー推進の取り組み 

デマンド監視装置を設置し、ピーク時の電力を他の時間帯に移行・停止する

ことにより電力供給値を下げ、電力使用量の低減を図っています。 

平成 22 年度に 24 校に設置し、その後校舎改築を行う学校に設置しています。 

市役所自身も省エネルギー行動の実施や再生可能エネルギーの導入に取り組んでいます。 

小中学校の省エネ改修、省エネ装置の設置 

 

住宅用太陽光発電システム設置支援 

自治公民館用太陽光発電システム設置支援 

       省エネルギー・再生可能エネルギー    環境の保全等に関して 

講じた施策の実施状況 

[写真] 自治公民館の太陽光発電システム 
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★公園施設内で老朽化のため交換する照明を LED 照明にしました。 
【平成 26 年度実績】 電球交換：10 箇所  

 

★市の自動車道、歩道で器具不良のため交換する照明を LED 照明にしました。 

【平成 26 年度実績】 316 個  

 

★市営住宅建替えの際、共用部分の電灯を LED 照明にしました。 
【平成 26 年度実績】 道崎団地 2 棟（平成 25～26 年度にかけて実施） 

省エネルギー型の照明への交換をすすめています。 

市役所の省エネ・省資源化の取り組み 

省エネ 

 

省資源 

★証明書発行時の自動交付機利用や市税納入時の口座振替利用を促進し、 

申請書や納付書の削減による省資源化を目指しています。 

【平成 26 年度実績】 

・自動交付機による証明書交付割合 22.0％  

・口座振替加入者の割合  

市県民税 26.2%・固定資産税 42.5％・軽自動車税 15.0％  

 

★ICT を活用して会議資料の印刷部数を減らすなど、ペーパーレス化を推進しています。 

 

[写真] 本庁舎 1階の 

証明書自動交付機 

       省エネルギー・再生可能エネルギー    環境の保全等に関して 

講じた施策の実施状況 

 これまでに市施設に導入した主な再生可能エネルギー発電設備は、次のとおりです。 

導入年度 設備を導入した施設 設備の種別 設備の規模 

平成 14 年度 清掃工場 廃棄物発電 4,500kW 

平成 22 年度 市立図書館 太陽光発電 30kW 

平成 23 年度 下水浄化センター 消化ガス発電 400kW 

平成 23 年度 
本庁舎東駐車場 

（公用電気自動車の充電に活用） 
太陽光発電 3.44kW 

平成 24 年度 神野第 2 浄水場 太陽光発電 100kW 

平成 24 年度 
市立小中学校 

（兵庫小学校、成章中学校） 
太陽光発電 10kW×2 校 

平成 25 年度 
市立小中学校 

（10 校。屋根貸しによる民間整備） 
太陽光発電 

735.36kW 

（10 校分合計） 

平成 26 年度 本庁舎 太陽光発電 40kW 

平成 26 年度 清掃工場 小水力発電 17.7kW 

平成 23 年度～ 

平成 27 年度 

市立公民館 

（南川副公民館、嘉瀬公民館、春日北コミュ

ニティセンター、神野公民館、新栄公民館） 

太陽光発電 10kW×5 館 

 

市役所の再生可能エネルギー導入の取り組み 

市施設に導入した主な再生可能エネルギー 
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       省エネルギー・再生可能エネルギー    環境の保全等に関して 

講じた施策の実施状況 

下水処理の過程で発生する消化ガスを燃料として発電し、

その電気を下水処理設備の機器の運転に使用します。併せて、

発電設備の余熱を利用した消化槽の加温を行い、熱効率の向

上を図っています。 

■発電設備の規模 400kW（25kW×16 台） 

■発電実績（平成 26 年度） 

・自家発電量 3,225,788kWh／年 

下水浄化センターの使用電力の約39％を補っています。 

・CO2排出量削減効果 約 1,977 ﾄﾝ／年 

この取り組みは、「国土交通大臣賞 循環のみち下水道賞」「日本水大賞未来開拓賞」を受賞しています。 

下水浄化センターでの消化ガス発電と廃熱有効利用 

 

平成 27 年 3 月に、清掃工場内の機器冷却塔から流れる冷

却水の有効落差を利用した小水力発電設備を導入しました。 

また、清掃工場では、ごみの焼却時に発生する余熱を利用

した廃棄物発電も行っています。 

これらの発電設備により発電した電気は、清掃工場での自

家消費以外に、健康運動センター、市立小中学校（平成 26

年 6 月以降）にも供給し、電力の地産地消を図っています。 

清掃工場での小水力発電導入、電力の地産地消 

■発電設備の規模 廃棄物発電 4,500kW 

         小水力発電 17.7kW 

■発電実績（平成 26 年度） 

・自家発電量 32,649,190kWh／年 

清掃工場、健康運動センター及び市立小中学校の使用電

力の約 96％をまかなっています。 

・CO2排出量削減効果 約 20,014 ﾄﾝ／年 

※CO2排出量削減効果は、平成 25 年度の九州電力（株）の実排出係数 0.000613 t-CO2/kWh を用いて換算 

出典：環境省報道発表（平成 26 年 12 月 5 日） 

 

平成 26 年度は、本庁舎の改修時に 40kW、新栄公民館の

建設時に 10kW の太陽光発電システムを設置しました。 

また、小中学校の校舎・体育館等の屋根を民間事業者に貸

し出しており、民間事業者によって設置された太陽光発電シ

ステムによる発電が行われています。 

太陽光発電システムの新規導入 

[写真] 本庁舎の太陽光発電システム 

[写真] 下水浄化センターの 

消化ガス発電システム 

[写真] 清掃工場の小水力発電システム 


